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あなたの声を市政に

市民の皆さん、ご意見・ご要望等ぜひお寄せ下さい。（詳しい質問内容については、党市議員団ホームページをご覧下さい。）

質問する福田くみ子市議

掲
載
で
き
な
か
っ
た

質
　
問
　
項
　
目

＊
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を

め
ぐ
る
問
題
　

＊
Ｌ
Ｒ
Ｔ
事
業

＊
住
宅
政
策

＊
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

助
成
制
度
の
拡

充
と
店
舗
リ
フ

ォ
ー
ム
助
成
制

度
の
導
入

「
戦
争
す
る
国
づ
く
り
許
さ
な
い
」
の
声

　
　
　
　
　
　
　
　
宇
都
宮
か
ら
発
信
を

　　
安
全
保
障
関
連
法
案
は
、
世
論

調
査
で
８
割
の
国
民
が
今
国
会
で

の
成
立
に
反
対
し
て
い
る
。
こ
の

間
の
国
会
論
戦
な
ど
を
通
じ
て
、

①
戦
闘
地
域
で
の
「
後
方
支
援
」

兵
站
は
憲
法
違
反
の
武
力
行
使
に

道
を
開
く
②
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の

Ｉ
Ｓ
Ａ
Ｆ
（
国
際
治
安
支
援
部
隊
）

型
活
動
へ
の
参
加
の
危
険
③
ア
メ

リ
カ
の
無
法
な
戦
争
へ
の
参
戦
こ
そ
、

集
団
的
自
衛
権
行
使
の
一
番
の
危

険
が
あ
る
、
と
い
う
３
つ
の
大
問

題
を
明
ら
か
に
し
て
き
た
。

　
憲
法
擁
護
義
務
の
あ
る
市
長
は

安
倍
政
権
の
安
全
保
障
関
連
法
案

と
憲
法
９
条
を
め
ぐ
る
対
応
に
つ

い
て
ど
う
考
え
る
か
？

　
集
団
的
自
衛
権
の
限
定
行
使
を

可
能
に
す
る
な
ど
、
安
全
保
障
関

連
法
案
に
つ
い
て
は
、
防
衛
・
安

全
保
障
に
関
わ
る
大
変
重
要
な
法

案
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
憲
法
９
条

へ
の
対
応
を
含
め
、
国
政
の
場
に

お
い
て
、
十
分
論
議
が
な
さ
れ
る

べ
き
も
の
と
考
え
る
。

　
福
田
く
み
子
議
員
は
再
質
問
で
、

公
務
員
の
憲
法
擁
護
義
務
や
、
宇

都
宮
市
の
平
和
都
市
宣
言
も
引
合

い
に
出
し
迫
り
ま
し
た
が
、国
の
専

権
事
項
と
言
っ
て
市
長
と
し
て
の

見
解
は
一
切
示
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
宇
都
宮
の
自
衛
隊
基
地
か
ら
若

い
隊
員
を
戦
場
に
送
り
出
す
こ
と

に
な
る
日
が
来
て
も
市
長
は
平
気

な
の
で
し
ょ
う
か
？

　
今
や
、
国
の
言
い
な
り
で
は
、

市
民
の
い
の
ち
も
暮
ら
し
も
守
れ

ま
せ
ん
。

福
田
く
み
子
議
員

佐
藤
栄
一
市
長

こ
れ
で
は
市
民
の
い
の
ち

　
　
　 

守
れ
ま
せ
ん
―
―
―
福
田
市
議

佐藤市長「戦争法案」への見解示さず…
――「国の専権事項」の繰り返し――

　
来
年
か
ら
中
学
校
で
使
用

す
る
教
科
書
の
採
択
が
、
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
年
４
月

新
検
定
基
準
に
合
格
し
た
歴

史
分
野
で
は
８
社
、
公
民
で
は

７
社
の
中
か
ら
選
定
さ
れ
ま
す
。

　
戦
後
制
定
さ
れ
た
教
育
基

本
法
は
、
戦
前
の
教
訓
か
ら
、

教
育
は
権
力
の
影
響
を
受
け

る
こ
と
な
く
、
そ
の
目
的
は
「
人

格
の
形
成
」
に
あ
る
こ
と
を

掲
げ
て
き
ま
し
た
。
２
０
０

６
年
第
一
次
安
倍
内
閣
の
時
、

戦
後
初
め
て
改
定
さ
れ
、
い

わ
ゆ
る「
愛
国
心
」
が
教
育
の

目
標
に
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。

　
続
い
て
昨
年
は
、
い
じ
め

問
題
に
責
任
問
題
な
ど
を
理

由
に
教
育
委
員
会
制
度
が
改

定
さ
れ
、
首
長
が
教
育
に
口

出
し
を
す
る
仕
組
み
も
作
ら

れ
ま
し
た
。

　
戦
争
す
る
国
づ
く
り
は
教

室
か
ら
じ
わ
じ
わ
と
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
福
田
く
み
子
議
員
は
「
そ
も
そ
も

歴
史
的
事
実
の
認
定
は
歴
史
研
究
者

の
研
究
と
議
論
を
通
し
確
定
さ
れ
て

い
く
も
の
で
あ
り
、
歴
史
教
科
書
を

選
定
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
日
本
人

と
し
て
誇
り
が
持
て
る
こ
と
を
尺
度

に
す
る
な
ど
論
外
（
２
面
ス
ポ
ッ
ト

ラ
イ
ト
参
照
）
と
批
判
。

　
そ
の
う
え
で
、
一
点
目
に
「
歴
史

を
ゆ
が
め
、
憲
法
を
敵
視
す
る
歴
史
・

公
民
教
科
書
に
つ
い
て
」
市
長
、
教

育
長
の
見
解
を
求
め
ま
し
た
。

　
答
弁
で
教
育
長
は
、「
検
定
に
合

格
し
た
教
科
書
は
、
適
合
し
て
い
る
」

と
述
べ
る
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。

二
点
目
に
は
、

　「
市
長
は
、「
教
育
大
綱
」
を
策
定

中
と
の
こ
と
だ
が
、『
教
科
書
採
択

の
方
針
』
は
書
き
込
ま
れ
る
の
か
。

文
科
省
の
小
松
初
等
中
等
局
長
は

『
首
長
に
は
そ
も
そ
も
教
科
書
採
択

の
権
限
は
な
く
、
た
と
え
書
き
込
ま

れ
て
も
教
育
委
員
会
に
尊
重
義
務
は

な
い
』
と
国
会
で
答
弁
さ
れ
て
い
る

が
ど
う
か
。」
と
質
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
、
市
長
は
、「
教
科

書
採
択
の
方
針
を
教
育
大
綱
に
盛
り

込
む
こ
と
は
、
な
じ
ま
な
い
」
と
の

考
え
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

　
三
点
目
に
、福
田
く
み
子
議
員
は
、

「
教
科
書
採
択
で
は
、
毎
日
子
ど
も

と
一
緒
に
教
科
書
を
使
う
教
員
の
意

見
を
尊
重
す
る
こ
と
が
不
可
欠
。
教

員
の
意
見
は
ど
の
よ
う
に
反
映
さ
れ

る
の
か
。」
と
問
い
ま
し
た
。

　
教
育
長
は
、「
教
科
書
採
択
に
あ

た
っ
て
は
、
…
１
２
１
名
の
中
学
校

教
員
か
ら
な
る
調
査
員
が
…
十
分
な

調
査
研
究
を
通
し
て
資
料
を
作
成
し

教
科
ご
と
の
選
定
協
議
に
お
い
て
は
、

丁
寧
な
説
明
を
行
っ
て
い
る
の
で
、

教
員
の
意
見
は
十
分
に
反
映
さ
れ
て

い
る
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。
福
田
議

員
は
さ
ら
に
教
員
の
意
見
を
正
確
に

反
映
さ
せ
る
た
め
に
「
調
査
員
が
評

定
を
つ
け
る
こ
と
は
ど
う
か
。」
と

質
し
ま
し
た
が
、
見
解
は
変
わ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

「
教
科
書
採
択
の
方
針
」
は

「
教
育
大
綱
」
に
盛
り
込
ま
ず

重
視
す
べ
き
は

現
場
教
員
の
意
見

戦争美化の教科書は渡せない
　　　　　　　   中学校教科書採択問題

！！

　東京の杉並区では、区の委託事業で１歳から就学
前の軽度の発達障害が懸念される児童に対し、親子
で通所して臨床心理士や保育士、言語聴覚士などの
チームによる継続的で丁寧な療育をおこなっている。
保護者は、発達障害の特徴や接し方をしっかり学ぶ
ことができ、その後の子育て・発達にも大きな改善
が図られています。「本市においても軽度の発達障
害が疑われる児童に対して、杉並区のような専門的
で継続的な支援が必要ではないか。」と質問しました。
　これに対し子ども部長の答弁は、「子ども発達センター
若葉園において杉並区と同様に行っている」との答弁でし
た。

　しかし、軽度の発達障害が疑われる児童で幼稚園
や保育所に在園しながら、若葉園に月に数日通所し
ている児童は、僅か数名です。
　若葉園の定員は 60名ですが、現在 68名を受けい
れていることからも、軽度発達障害が疑われる児童
の受け入れ体制は不十分と言えます。
　今後も粘り強く体制整備を求めてまいります。

発達障害とは？
　自閉症、アスペルガー症候群、その他広汎性発
達障害、学習障害（ＬＤ）、注意欠陥性多動性障
害（ＡＤＨＤ）など脳機能の障害。小学校では軽
度の発達障害が疑われる児童が約 6％程度存在す
るといわれ、教員の加配等の措置も進められている。

軽度発達障害

早期発見・早期療育がカギ
受け入れ体制の強化求める

若葉園は定員超
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　日本共産党宇都宮市議員団では、市民の皆さん
の声を市政に届けるため、最大限の努力をしておりま
す。市民の皆さんと市議員団をつなぐ「ほっとらいん」
としてお届け致しますので、ご一読いただければ幸い
です。皆さんのご意見、ご要望等どしどしお寄せ下さい。

市民の皆さんへ

検  索

スポット
ライト
スポット
ライト

　昨年 12 月議会では、「国を愛する心が盛り込
まれた『学習指導要領』の示す教育の目標に最
も適合した教科書を選定すること」などを求め
た陳情が採択となっています。（共産党は反対）

　新しくなった今回の議会では、自民党議員会
の新人議員が、「日本人として誇りが持てる教科
書を」との趣旨で、「（現在使っている歴史教科
書は）中国や韓国から見た歴史観であり、偏っ
た考え方だ」、「南京事件は伝え方が間違っている。」

「大東亜戦争で日本人が悪いことをしたと子ども
たちが教え込まされている。」などと現在使用し
ている教科書を批判、「大東亜戦争」という表現
を連発する質問を行っています。
　「大東亜戦争」という言葉を使うときは、当時
の政府がアジア解放の戦争であるとの意味を込
めたものと一般的には説明されている言葉です。

定例無料 市政・法律なんでも相談会定例無料 市政・法律なんでも相談会

※弁護士が協力します。プライバシー厳守
※相談ご希望の方はできる限り事前にご連絡下さい。

日本共産党宇都宮市議員団

■ 9 月 5 日G

電話 632-2622   FAX 632-7753
電話 634-8722（休日夜間など）

時間はいずれの日も午後2時～4時 
総合コミセン 和室

★お急ぎの方はいつでもご連絡下さい。

市政、くらし、福祉、労働・雇用、教育、生活
環境、介護、子育て、すまいの問題、多重債
務、市民生活について、その他なんでも

※8月の相談会は休ませていただきます。

６
月
議
会
よ
り
、党
議
員
団
の
委
員
会
等

の
所
属
は
次
の
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

荒
川
つ
ね
お
議
員（
議
員
団
団
長
）

・
建
設
常
任
委
員
会

・
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会

・
農
業
振
興
対
策
審
議
会

・
健
康
長
寿
調
査
特
別
委
員
会

福
田
く
み
子
議
員（
議
員
団
幹
事
長
）

・
文
教
消
防
水
道
常
任
委
員
会

・
議
会
運
営
委
員
会（
委
員
外
委
員
）

・
広
報
広
聴
委
員
会 

・
保
健
衛
生
審
議
会

・
人
口
減
少
対
策
調
査
特
別
委
員
会

・
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
利
活
用
検
討
会

荒川議員が
議員在職20年
全国市議会議長会表彰

　皆様のおかげで議員生活 20 年を迎え
ることができました。市民の皆様や党
後援会の皆様に支えられながら、市民
の暮らし・平和を守る議員として、さ
らに進化したいと思います。（荒川談）

「大東亜戦争」連発、戦争美化
「日本人として誇りが持てる教科書を」との質問も

戦争する国づくりは
　  教室から　じわ～り

「国を愛する心」の押し付け 議会からも

戦争法案
　
議
会
閉
会
日
、
荒
川
つ
ね

お
議
員
は
「
安
保
法
制
法
案

に
関
す
る
意
見
書
採
択
を
求

め
る
陳
情
」
の
採
決
に
あ
た

り
、
不
採
択
に
反
対
の
討
論

を
行
い
ま
し
た
。（
要
旨
）　

　
安
倍
自
・
公
政
権
の
平
和
安

全
法
制
法
案
の
中
身
は
憲
法

９
条
を
破
壊
し
、日
本
を
米
国

と
と
も
に
海
外
で
戦
争
す
る

国
に
つ
く
り
か
え
る
も
の
で
あ

る
。国
会
で
の
論
戦
で
は
、政
府

説
明
は
次
々
と
破
綻
、法
案
の

土
台
は
総
崩
れ
と
な
り
、慎
重

審
議
を
求
め
る
国
民
の
声
は

80
％
を
超
え
、陳
情
は
国
民
の

願
い
に
依
拠
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
総
務
常
任
委
員
会
で
の
審

議
で
は
「
国
防
は
国
の
専
権

事
項
で
あ
り
地
方
議
会
に
馴

染
ま
な
い
」
が
不
採
択
の
主

な
理
由
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　
し
か
し
、陳
情
趣
旨
は「
同

法
案
が
合
憲
か
違
憲
か
の
判

断
を
求
め
て
い
る
も
の
で
は

な
く
、「
少
な
く
と
も
今
国

会
で
は
採
択
し
な
い
こ
と
」「
そ

の
上
で
広
く
国
民
的
議
論
を

尽
く
す
こ
と
」
を
国
に
求
め
て

ほ
し
い
と
言
う
こ
と
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
６
月
19
日
時
点

に
お
い
て
同
法
案
に
「
反
対
」

や
「
慎
重
審
議
」
を
求
め
る

意
見
書
可
決
は
、
34
都
道
府

県
１
９
５
議
会
に
到
達
。
こ

の
よ
う
な
理
由
で
の
門
前
払

い
は
余
り
に
も
視
野
が
狭
す

ぎ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
第
２
に
、
こ
の
法
案
は
宇

都
宮
市
民
の
平
和
と
安
全
に

も
重
大
な
関
わ
り
が
あ
る
。

市
内
に
は
、
二
つ
の
自
衛
隊

基
地
が
あ
り
、
多
く
の
自
衛

隊
員
と
そ
の
家
族
が
市
民
と

し
て
生
活
し
て
い
る
。
し
か

も
、
宇
都
宮
駐
屯
地
の
中
央

即
応
連
隊
は
、
真
っ
先
に
海

外
派
兵
し
、
最
も
危
険
な
任

務
を
も
つ
部
隊
だ
。

　
元
内
閣
法
制
局
長
官
の
阪

田
さ
ん
は
「
集
団
的
自
衛
権
」

の
行
使
は
、
す
す
ん
で
戦
争

に
参
加
す
る
こ
と
で
あ
り
、

つ
ま
り
、
敵
と
な
る
相
手
国

に
わ
が
国
、
領
土
を
攻
撃
す

る
大
義
名
分
を
与
え
る
こ
と

で
も
あ
る
。
国
民
を
守
る
と

い
う
よ
り
、
す
す
ん
で
国
民

を
危
険
に
さ
ら
す
と
い
う
結

果
し
か
も
た
ら
さ
な
い
」
と

言
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
そ

っ
く
り
国
民
を
市
民
に
置
き

換
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

　
第
３
に
、
安
倍
政
権
の
憲

法
の
勝
手
な
解
釈
変
更
で
、

憲
法
を
破
壊
す
る
こ
と
は
立

憲
主
義
否
定
の
暴
挙
で
あ
る
。

　
安
倍
首
相
も
私
た
ち
地
方

議
会
人
も
憲
法
尊
重
擁
護
義

務
（
憲
法
99
条
）
を
担
っ
て

い
る
。こ
の
期
に
及
ん
で
、こ
の

様
な
遠
慮
深
い
意
見
書
さ
え

も
国
に
出
せ
な
い
よ
う
で
は

宇
都
宮
市
議
会
が
泣
く
と
言

う
も
の
だ
。
こ
の
陳
情
は
是

非
採
択
す
べ
き
と
訴
え
る
。

討論する荒川つねお議員

「
国
防
は
国
の
専
権
事
項
」
と

も
の
言
わ
ぬ
は
視
野
が
狭
い

市
民
の
平
和
と
安
全
に
も

重
大
な
関
わ
り
あ
り

憲
法
尊
重
擁
護
義
務

議
員
と
議
会
に
試
さ
れ
る

憲
法
破
壊
は

立
憲
主
義
否
定
の

暴
挙

黙
っ
て
は 

い
ら
れ
な
い
！！

　
日
本
共
産
党
宇
都
宮
市

議
員
団
は
、
改
選
後
の
臨

時
議
会
終
了
後
、
熊
本
和

夫
議
長
に
対
し
「
議
会
の

民
主
的
運
営
に
つ
い
て
」

の
申
し
入
れ
を
行
い
ま
し
た
。

　
申
し
入
れ
で
は
、
市
民

の
信
頼
と
負
託
に
応
え
る

議
会
改
革
に
協
力
共
同
し

て
取
り
く
む
決
意
を
明
ら

か
に
し
、
①
今
年
度
予
算

化
さ
れ
て
い
る
姉
妹
都
市

等
友
好
親
善
訪
問
は
引
き

続
き
中
止
。
海
外
旅
行
復

活
の
是
非
は
、
議
員
・
会

派
間
で
の
十
分
な
議
論
を

保
障
す
る
こ
と

②
議
員
、
会
派
間
で
活
発

な
議
論
の
で
き
る
議
会
運

営
を
行
う
た
め
、
交
渉
会

派
外
で
も
引
き
続
き
発
言

機
会
を
保
障
す
る
こ
と
。

③
各
種
委
員
会
な
ど
の
配

置
決
定
は
少
数
会
派
の
希

望
も
考
慮
す
る
こ
と
。
と

し
て
い
ま
す
。

　
後
日
開
か
れ
た
各
会
派

代
表
者
会
議
で
は
、
議
長

よ
り
「
海
外
視
察
に
つ
い

て
は
、
市
政
と
市
民
に
有

効
な
視
察
に
つ
い
て
実
施

し
た
い
」
旨
の
提
案
が
あ

り
ま
し
た
。

　
荒
川
議
員
は
、
税
金
に

よ
る
海
外
視
察
先
に
あ
り

き
で
は
ダ
メ
　 

そ
の
行
き

先
、
目
的
、
効
果
に
つ
い

て
厳
し
い
検
討
を
加
え
、

市
民
が
納
得
で
き
る
も
の

で
な
け
れ
ば
認
め
る
こ
と

は
で
き
な
い
と
主
張
し
ま

し
た
。

！！

！！

「
税
金
に
よ
る
海
外
視
察

先
に
あ
り
き
」
は
ダ
メ

議員の姉妹都市等への
  海外旅行  引き続き中止を

熊
本
議
長
に
申
し
入
れ
す
る

荒
川
つ
ね
お
議
員
と

福
田
く
み
子
議
員

党市議員団
議長に申し入れ


